
湯
の
町

下
の
諏
訪
宿

第
2
区
広
報

六
月
に
は
防
災
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
を

大
雨
の
中
、
雨
が
降
ろ
う
が
災
害

は
お
き
る
と
の
思
い
で
決
行
い
た

し
ま
し
た
。

識
し
ま
し
た
。

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
り
家
族
の
命
を
ま
ず
守
る
。

此
れ
が
防
災
の
大
切
な
事
で
あ
り
、
後
は
隣
近
所
の
声
掛
け
で
す
。

日
頃
か
ら
の
班
や
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
防
災
の
一
番
大
切
な
錠
鍵
に
な
る
の
だ
と

感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
下
諏
訪
町
の
補
助
金
を
い
た
だ
き
二
区
の
持
ち
出
し
費
用
が
五
万
円
弱
で
す
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
後
、
町
の
補
助
金
等
の
活
用
を
よ
り
考
え
た
区
運
営
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
、
特
に
各
地
区
の
危
険
場
所
や
道
路
改
修
な
ど
各
町
内
会
長
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ

き
下
諏
訪
町
で
一
番
多
く
改
修
工
事
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
く
安
全
で
住
み
や
す
い
街
図
栗
の
為
、
皆
様
方
と
町
と
の
パ
イ
プ
役
に
に
な
れ
た
と
思
っ
て

お
発
行
日

令
和
6
年
12
月
20
日

令
和
6
年
度

2
号

発
行
責
任
者

区

長

山
田
昌
宏

編
集
責
任
者

事
務
局

山
田
道
宏

来
年
度
か
ら
は
新
規
約
の
中
、
新
区

長

両
角
勝
敏
さ
ん
、
副
区
長

大
木

斉
さ
ん
、
会
計

釜
洞
修
一
さ
ん
の
三

役
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
致
し
ま
す
。

尚

事
務
局
を
奥
村

守
司
さ
ん
で
す
。

本
年
度
同
様
に
皆
様
方
の
御
意
見
ご

要
望
を
区
長
に
気
楽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

最
後
に
、
区
民
の
皆
様
に
支
え
て
い

た
だ
き
区
運
営
が
出
来
ま
し
た
事
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
し
く
安
全
で
住
み
や
す
い
地
域
で

あ
り
ま
す
様
に
。

下諏訪市民新聞提供

土嚢作成訓練 消火栓放水訓練

消
防
第
二
分
団
、
自
主
防
災
会
、
第

二
区
分
館
の
方
々
、
町
内
会
長
会
、

区
議
会
議
員
の
方
々
に
大
変
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
全
国
か
ら
三
十
事
業

者
が
参
加
し
、
下
諏
訪
町
と
共
催
し

雨
の
中
、
区
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め

六
百
人
以
上
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

災
害
は
公
助
に
頼
る
よ
り
も
ま
ず
自

助
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
り
家
族
の

命
を
守
る
事
で
す
。

此
れ
が
防
災
の
大
切
な
事
で
あ
り
、

後
は
隣
近
所
の
声
掛
け
で
す
。

日
頃
か
ら
班
や
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
防
災
の
一
番
大
切
な

鍵
に
な
る
の
だ
と
感
じ
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

ま
た
下
諏
訪
町
か
ら
補
助
金
を
い

た
だ
き
、
二
区
か
ら
の
持
ち
出
し
費

用
が
五
万
円
弱
で
す
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

区
長
退
任
に
当
た
り
区
民
の
皆
さ
ん
方
に
は
、

区
行
政
に
ご
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

二
区
は
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
、
独
居
老
人
世

帯
の
増
加
の
中
、
現
在
三
百
五
十
三
世
帯
で
あ
り

年
度
当
初
よ
り
十
世
帯
が
減
り
急
速
に
世
帯
数
の

減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
昨
年
度
よ
り
区
長
の
諮
問
委
員
会
と
し
て

「
第
二
区
行
財
政
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
財
政
改
革
を
行
い
、
本
年
度
は
行
政

改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

行
財
政
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
二
年
間
で
三
十
回

程
の
会
議
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
区
長
に
答
申

書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
答
申
内
容
を
区
議

会
に
上
程
し
臨
時
区
議
会

を
九
回
経
て
丁
寧
に
議
論

さ
れ
十
一
月
二
十
日
に
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

次
年
度
副
区
長
の
選
出
で

は
、
町
内
ご
と
の
輪
番
制

を
廃
止
し
、
選
考
委
員
会

で
の
選
出
を
導
入
し
区
議

会
議
員
も
各
町
一
人
を
や

め
約
五
十
軒
か
ら
一
人
を
選
出
し
十
人
か
ら
八
人

体
制
に
削
減
し
ま
し
た
。

諏
訪
大
社
祭
典
委
員
会
は
、
氏
子
総
代
会
が
大

総
代
を
中
心
に
祭
典
委
員
会
や
実
行
員
会
を
運
営

し
区
長
の
負
担
を
軽
減
し
区
長
は
区
行
政
に
専
念

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
の
補
助
金
等
の
活
用

を
よ
り
考
え
た
区
の
運
営
を
望
む
と

こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
、
特
に
各
地
区
の
危
険
箇

所
や
道
路
改
修
な
ど
各
町
内
会
長
よ

り
提
出
し
て
い
た
だ
き
下
諏
訪
町
で

一
番
多
く
改
修
工
事
な
ど
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
く
安
全
で
住
み
や
す
い
街
づ
く

り
の
為
、
皆
様
方
と
町
と
の
パ
イ
プ

役
に
な
る
為
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

危険箇所点検 各
事
業
写
真

一
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た


